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医
師
自
殺
は
「過
労
死
」

病
院
に
７７００
万
円
賠
償
命
令

2007年 (平成19年 )5月 29日

愛
媛
県
新
居
浜
市
の

「十

全
総
合
病
院
」
に
勤
め
て
い

た
女
性
医
師

（当
時
２８
）
が

自
殺
し
た
の
は
過
労
の
た
め

だ
と
し
て
、
関
西
に
住
む
両

鞠
０
新
離
幸
筆
幸
け
推
帥
刈

約
１
億
９
千
万
円
の
損
害
賭

償
を
求
め
た
訴
訟
の
判
決
が

２８
日
、
大
阪
地
裁
で
あ

っ

た
。
大
島
真

一
裁
判
長
は
、

過
労
で
自
殺
に
追
い
込
ま
れ

た
と
認
定
し
、

「う
つ
病
な

の
に
病
院
が
業
務
を
軽
く
す

る
措
置
を
怠

っ
た
」
と
指

摘
。
逸
矢
利
益
と
慰
謝
料
な

ど
約
７
７
０
０
万
円
の
支
払

い
を
病
院
側
に
命
じ
た
。

原
告
側
代
理
人
の
弁
護
士

に
よ
る
と
、
勤
務
医
の
過
労

自
殺
を
め
ぐ
り
、
病
院
側
に

損
害
賠
償
を
命
じ
た
判
決
は

全
国
で
初
め
て
と
い
う
。

判
決
に
よ
る
と
、
女
性
医

師
は
０２
年
１
月
か
ら
同
病
院

の
麻
酔
科
に
勤
務
。
翌
年
夏

に
う
つ
病
と
診
断
さ
れ
、
症

状
は
次
第
に
悪
化
し
た
。
０４

年
１
月
、
病
院
内
で
麻
酔
薬

を
静
脈
に
注
射
し
て
自
殺
。

そ
の
直
前
ま
で
４
カ
月
間
の

時
間
外
労
働
は
月
１
０
０
時

間
を
超
え
て
い
た
。

判
決
は
、
病
状
が
悪
化
し

た
後
の
勤
務
実
態
に
つ
い
て

「長
時
間
拘
束
さ
れ
、
精
神

的
緊
張
も
強
い
ら
れ
て
い

た
」
と
、
過
労
と
自
殺
の
因

果
関
係
を
認
定
。

「病
院
側

が
休
職
さ
せ
る
か
、
業
務
の

大
幅
な
軽
減
を
図
る
べ
き
だ

っ
た
」
と
判
断
し
た
。

判
決
後
、
女
性
医
師
の
父

親
（６３
）は
大
阪
市
内
で
記
者

会
見
し
、

「勝
訴
し
て
も
娘

の
笑
顔
は
見
ら
れ
な
い
。
悲

劇
が
三
度
と
繰
り
返
さ
れ
な

い
よ
う
、
医
師
の
労
働
環
境

の
改
善
を
願
い
た
い
」
と
訴

え
た
。　
一
方
、
積
善
会
の
代

理
人
弁
護
士
は

「判
決
内
容

は
納
得
で
き
な
い
。
控
訴
す

る
か
ど
う
か
検
討
し
た
い
」

と
話
し
た
。
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